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2 ．研究開発マネジメントについて

■研究開発の実施体制

【助成先：幹事事業者】
株式会社デンソー

（取り纏め・ガス炉CN化技術）

【助成先：共同提案事業者】
トヨタ自動車株式会社

（水電解装置・水素貯蔵）

外部・有識者からの指導・助言
福島再生可能エネルギー研究所 古谷 博秀 所長

福島県企画調整部 次世代産業課

福島県商工労働部 エネルギー課

株式会社豊田中央研究所

豊田通商株式会社

21年度 22年度(令和4年度) 23年度(令和5年度) 24年度(令和6年度) 25年度(令和7年度)

Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

研究開発マネジメント
（節目管理・情報発信）

１）シミュレーション
・シミュレーションモデル構築
・国内再エネ調査,パラメータスタディ
・導入原単位提案

２）水電解システム
・システム検証と効率目標達成
・季節間実証

３）ガス炉CN技術開発
・電化/水素化検討及び検証
・小型炉によるシステム機能確認
・生産ラインへの実装と検証

モデル構築・
パラメータスタディ

モデル
検証

原単位
導出

#1水電解装置
設計・製作・立上げ

#1水電解装置
性能検証・季節間実証

生産設備としての
運用(実証)・検証

CN炉設計・
シミュレーション

設備立上げ
・燃焼テスト

生産設備としての
運用(実証)・検証

・四半期毎に進捗報告（エネ庁関係者様向け/福島県産学官連携会議/など）・地域発信

■研究開発スケジュール

実施時期
実施項目

☆24/4 工場実装開始（量産）
☆23/3 水電解運用開始

ケース
スタディ

4





開発目的 量産FCEVの燃料電池セルを流用した信頼性のある安価な水電解スタックの開発

開発目標
・量産実証に要求される季節間の水素製造実績及び安定性、水電解システムの効率の確認

・工場実証を通した耐久性(80,000h)の目途付け 及び メンテ性向上

達成状況
・水電解システム効率53kW/kgを確認、凍結対応が不十分だった部分を改良し運用、通年で運転可

・工場への水素供給を開始。初期の数千時間では劣化はなく耐久性ポテンシャルがあることを確認

実績・成果

今後の展開 ・耐久目標80,000hに対してはまだ運転実績時間が短く、今後も実績を積み増しする

３．研究開発成果（水電解システム）
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延べ運転時間： 6,070時間、延べ水素製造量：38.6トン

図１. 水電解システム運転実績

水電解スタックセル電圧経時変化

水電解水素製造貯蔵システム







本実証を通じ得られた実績

トヨタ自動車本社工場5MW実証機（26年3月設置）

水電解実装へ向けたMW級実証機への展開

本事業の水電解装置は実証を継続し商品性向上を目指す

スタックを複数台ユニット化した
MW級の水電解システムの商品化検討を開始

⇒5MW水電解装置の実証機を26年度に稼働予定

9

• 実工場運用で水素製造・供給の安定運用成立と課題を把握

• 屋外環境・保全・手順まで含めた

実装技術・運用ノウハウを蓄積

• 耐久性・季節影響・信頼性改善と長期運転実績を確立

３．研究開発成果（実証機へ向けた展開)



４．実証期間を通した成果、今後の取り組み

シミュレーション
・実工場データを反映した工場CN化のシミュレーション基盤構築

・経済合理性と実現可能性を両立した具体構成、原単位の導出
⇒エネルギー統合評価可能なモデルを汎用化、水素ステーション等への適用範囲を拡張、最適化

水電解システム
・既存FC量産技術を活用した低コスト水電解システムを開発
・システム効率、季節影響を含む長期耐久性の実証

⇒季節間の環境変化を踏まえたシステム効率の目標達成に向け最適化、耐久目標80,000時間に

向け継続運転、劣化傾向の確認

ガス炉CN技術開発

・量産活用時の水素炉構造部品の耐久性・経年変化の確認、運用実績積み上げ

・量産運用の中で水素、LPG炉の燃料切換え検証完了

⇒実証継続により実績を積み上げつつ、メンテナンス・管理標準化と運用コスト低減を進め

経済合理性を確立
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  関 数 ：  f  c o s t  ( x ) =  ∑  i , t   (    C O M i ∙  x  i , t ) +  ∑ j   {   (    C A P j /  T j +   O P j ) ∙  y j }

